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人形 と舞踊

郡司正勝 ・薄井憲二 ・増淵宗一 ・鳥越文蔵(司 会)

郡司 近松の 『傾城反魂香』では, 最後の幕切れ

で敵に乗 り込んでお姫様 を取 り戻しに行 こうとす

る時に, 大頭(ダ イガシラ)の 舞を舞います。 こ

れは踊 りで, 一説には, 大柏(ダ イガシワ)と い

うこともあるようです。 これは幸若舞の伝統 をひ

いたクセ舞というものです。それが本当のクセ舞

をとったかどうかというと, 人形振 りをみている

限 りでは判 らないように思います。そかもあれは

道化がかって踊ってお りますので, かえってその

滑稽なところが誇張されているようです。昔, 武

将が戦場に出かけます時に舞を舞った。それは織

田信長が桶狭間の合戦の時に幸若舞を舞って出陣

することがありますが, これは出陣の時に, 一差

舞を舞って出るという一つのケースで, 舞立ちと
いって舞をしなが ら出立する。 ところが滑稽に誇

張されているのは, 今 どきはや らない古 き舞 と
いって, その時代にはもう時代遅れであって, そ

の舞がおかしいという事だろうと思います。 しか

も足 におかしみがあって, 足の活躍が非常に大 き

いです。足拍子を踏む, 六法 という足拍子のとこ

ろなどもそうですが, やはり踊 り舞になると足が

中心になることがわかります。女の人形には足が

無いのですが, ク ドキなどは純粋な踊 りでなくて

所作になって, しかも足拍子を踏むのですから踊

りの形 も残 している。女の人形は特殊な足を必要

とする人形, 例えば, 禿 とか悪役の女の人形など

は足があるのですが, 普通の人形には足が無い。

しかも三人で遣いますので外国にはちょっと例が

ない人形です。 しか も手遣いの人形, 外国の人形

とい うのは, どちらかというと糸繰 りのマ リオ

ネット式の ものか, ゼンマイ仕掛けで回るのか,

手袋式の人形の形が主です。 日本の人形も三人遣
いになる前は, やはり幕の上に手をあげて遣った

ようです。三人遣いになるのは, 享保時代 といい

ますので大分時代が下がっています。 とにか く文

楽の人形というのは400年 の伝統をもっているわ

けですから, 一種の伝統の力というか様式性 をき

ちんともっているといえるで しょう。それから人

形の動 きが, 総て基本が難波だということも面白

いことだと思います。 このナンバは南蛮人の南蛮

ということや色々な説があ りますが, とにかく右
へ足が出ると右肩が出て右手がでるというもので,

これが自然にみえる。 しか し本来は踊 りの基本的

なかたちは, 日本の場合は難波ではなかったかと

いう考えを私は昔からもっています。韓国の仮面

劇などというのは明らかに難波です。それからタ

イ辺 りの舞踊も仮面劇も難波です。私 もはっきり

した実証は判 りませんが。 とにか く舞踊の基本は,

少なくとも東洋難波ではなかっかと思っています。

薄井 文楽の人形は非常 に細か く動いて, 西洋で

はあのような人形の芸術は存在しないと思います。

文楽の人形振 りは, 歌舞伎や日本舞踊に取 り入れ

られていろいろな作品ができた。人間があれを真

似 したら面白いのではないか, というようなこと

でできているのだと思 うのですけれど, そのよう

な例はバレエには無いと思います。 ただ人形の世

界を取 り扱 った作品というのは若干, 歴史的にあ

りますからそのことだけ申し上げます。

バレエというのは歴史的に王侯貴族のもので,

そういう階級から発 しましたから, 最初のうちは

人形が出て くるというようなことは無かったよう

です。その時代にはギリシャ神話の神々とか, 伝

説上の英雄 とか, そういうものが主役で人形が出

て くる隙はなかった。この頃, 民衆の方にも舞踊

はあ りましたから, 大工さんの踊 りとか, パン屋

さんの踊 りとか, そういうものが17世 紀頃の文献

で残っていますが, それで調べてみても, 人形を

模 した踊 りというのは無かったようです。だんだ

ん時代がさがってきて, 皆さんの知っている『コッ

ペリア』 というバ レエが, 人形がバ レエの主題に

なった一番最初ではないか。厳密に申しますと,

コッペ リアは主題 という訳ではなく, 恋する男女

の物語で, たまたま女の方が隣に見える人形作 り

の家に忍び込んで, 人形の振 りをして色々と悪戯

をする。それをして恋人が心変わ りをしそうなの

を懲 らしめる。そういうス トーリーになっている

ので, 人形作 りの家に忍び込んだ時に自分が人形

の振 りをして, そ して人形の踊 りを踊ってみせる。

そしてあちこちに置いてある人形も動かして踊 り

をさせる。ですからこれはネジを巻いて機械人形

の踊 りを模 した。ここに置いてある人形は大した

踊 りはしないが, ただ主役の女の子が人形の振 り

をして踊るのが非常によくできている。このバレ

エを創ったのはアル トール=サ ンレオンで, 唯一

残っている作品なのですけれど, その部分が非常

によくできていて評判 になった。創 られたのは

1870年, 初演はパリのオペラ座でした。非常に人

気の高い作品で, 途中で殆 ど失われてしまったよ

うなこともあるのですけれど, その時の責任者に

よって再演されまして, 現在 まで非常 に多くの回
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数上演されているはずです。確実ではあ りません

が, 多分250か ら300回位ではないかと思います。

これは大変有名なバ レエですけれど, もう一つ,

非常 に面白いバ レエが現在 まで残 っています。 こ

れは 『プッペ ンフェー』, オース トリアの ウィー

ンで上演されましたから ドイツ語の名前ですが,

英語に直す と 『フェァリー ドール』, 妖精の人形,

おとぎの人形 というようなことが言われますけれ

ど, これは1888年 の初演です。 そして振付 した人

はあまり名の無い人で, 作曲家はヨゼフ=バ イエ

ルンです。その当時の宮廷楽長で多 くのバレエを

創っていますが, この人は名前が同じなので, ピ

アノの教則本で有名なバイエルンと同じではない

か と思います。 これは確かではないのですが, 一

度, 同じ人ということを聞いたことがあります。

この作品は今でも上演されていまして, 今年 も二
～三回位は上演されています。 これは1973年 にこ

の上演回数を数えた人がいまして, その時は750回

上演されていました。私は観たことがないので申

し上げられませんが, 主題は人形屋の店です。色々

な人形が飾ってあって, そこへお客さんが買いに

来て, 色々な人形 を店の人が動かしてみせる。た

だ し, それはあまり人形振 りではなかったようで

す。 ただ人形の格好をして出てきて踊 りを踊って

みせるようなものだった。そして買われてい く人

形があるわけですけれども, 店が閉まって夜 にな

ると, 今度は人形の妖精, それがプッペンフェー

なのです。それが一人現れてみんなを集めて一緒

に踊って, 日頃, 人間にお もちゃにされている諺

憤 をはらして楽 しむというような, バ レエという

のはだいたいがたわいのないス トーリーなのです

けれど, そういうバレエだったようです。 ただし,

これは本当に構成がよかったのか, 色々な点で面

白かったので しょう。世界中に広 まりまして, 1903

年にはペテルブルグ, 現在のレニングラー ドで独

自の版が創られました。それから1914年 には有名

なアンナ ・パブロワの一座でも 『フェァリー ドー

ル』 というのをやっています。それから1903年 に

上演 されたロシアの版 を元 にして, 1919年 には

ディアギレフのロシアバレエ団, これは近代バ レ
エの暁を告げるという, バレエの歴史の上に重要

なバ レエ団ですけれど, このディアギレフのバ レ
エ団で1919年 に 『奇妙な店』という題で上演され

ています。 これを振 り付けたのはレオニー ド・マ

シーン, 本当はミヤシーンという名で, 西洋では

ミヤシーンと呼んでいる人も多いですが, 字で書

くとマシーンになります。 そのように人形のバレ
エというのは伝わっています。 もう一つ, 1911年

『ペ トルーシュカ』 という, ス トラヴィンスキー

の作曲で非常に有名なバ レエがあります。 これも

今残っていますけれど, これは他のたわいもない

人形のバレエ と違いまして, 人形の心にすむ悲哀

みたいなものを扱 っていて, お とぎ話的なバ レエ

とは違います。 これは機械人形ではなくて繰 り人

形です。縁 日にでて くる繰 り人形の世界を扱って,

それが演技を終わって箱の中に入れられてしまわ

れると, 独自の生活 と心の動 きなどがあって悲劇

が起こるという, ちょっと変わった作品ですけれ

ど, そういうところが人形 とバレエのかかわ りあ

いといったらよいのではないかと思います。

増淵 私は専門が美学なので, 実際の人形, 演劇,

舞踊については全 くわか りません。私が何故, 人

形をやっているかといいます と, 人間が人形を手

放せないということが一つあ ります。舞踊 もそ う

なると人間にとって手放せないというか, 悲 しい

時 とか嬉 しい時に, 体 を動かさないではいられな
いということがあると思います。文楽でも泣 くと

か恥ずかしいという気持ちをどう表すか, 胸をさ

するとか, そ ういう仕草で出ていたということで

す。本 日のデモンス トレーションを見て, 私は人

形の方は, 実際の人間の身体 というか, 肉体をで

きるだけ越えていこうという動 きがあって, それ

故に, 人形遣いが老年になってからでもできるし,

年をとってからの方が円熟味が出るということが

あるようです。人形は結局, そういうような形で,

芸術というか, 時間に関 しては永遠に近づこうと

しているように思えます。他方, 舞踊の方は青春

の芸術 というか, 若さということがあって, 時間

との戦いというようなものがある。目標は同 じだ

ろうと思うのですが, 実際に時間とか空間のなか

でどういうふうに展開するかとなると、どうも方

向が逆のような感 じがして、人形の本質と舞踊の

本質が対象的にはっきりわかったような気がしま

す。 これは一般論ですけれど, 本 日, 文楽の人形

の内容を拝見 しまして, ボディーが非常 に空虚な

トルソーみたいな扱い方をして, 西洋のからくり

があったり, メカニック的な仕掛けが全 く違うと

いう点が非常 に面白い。バ レエの歴史 もラバの

いっているような, トルソーという言葉が中心的

な概念 として登場 してくるということも, 何か問

題が深いところで共通 しているというふ うに思い

ました。それから3人 で遣う場合に, 左手で魔法

使いが使 うということも, やはりボディーの空 と

か虚ということ, 右手でなく左手で遣 う, そして

ためて持ってできるだけ動かないようにするとい

うことも, 日本, あるいは東洋の独特の体の芸術

というか, そういう共通性に根ざしているのでは

ないかと思いました。そ してもう一つは, 後姿を

クライマックスにするという点も, トルソーある

いは空虚, あるいは左手遣いというようなところ

と, 何か共通性があるように思いました。結論 と

しては, 人形劇 も舞踊も, 身体をつかって時間 ・

空間のなかで展開するわけですけれど, 結局, 根

ざすところは他の芸術に比べて, 人形師も舞踊家
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の方 も, 自分は対象化できない。鏡をみて練習 し

て も, かえって間違えてしまい, 自分ではみ られ

ない。 しか しやっていく。そういう性格が非常に

共通 している。

鳥越 彫刻 と人形 との問題です と, か らくりなど

のお話など, どのようなことを人形についてお考

えになっているかお話いただけますか。

増淵 彫刻の場合は, 神々の像 とか, 仏の像, 仏

像が多いわけで, 個人の肖像彫刻もあ りますけれ

ど, ひとつの非常に大 きな行事として, 聖なる存

在を対象 とする領域があります。私はそういう人

間の生々しい感情を越えた対象化されたものには

あまり関心がありませんで, 日常生活のなかで喜

怒哀楽 ・生々しい感情 と結びついた対象化という

ことに関心があります。そうなると小 さな子供で

も大人で も, 人形 とのつなが りが一番ポピュラー

で, 且つ人形が人間の姿をしたものが多いです し,

動物を対象にして, それが舞踊とまた違うところ

かと思うのです。舞踊の中で孤の身振 りなどがあ

りますが, 人形ほど自由にはできないのではない

かと思います。 そういうことで, とか く人間の姿

を三次元に一体化するものとしては, 彫刻が一番

ポピュラーで研究もされているのですが, 他方で

喜怒哀楽とか, 口説きとか, 恥ずかしさとか, 悲

しみなど, 感情を形とか人形劇で ドラマで表すと

いう点では仏像に無い面が人形にある。その辺が

私が人形美学をやっている訳です。それから, か

らくり人形ですが, 文部省から補助金を頂いて数

年前に研究しました。今でも尾張 とかの地方で毎

年, 一回か二回, 神社の前で人形劇を奉納 してい

ます。 これは興業としてやっているのではなく,

氏子たちが自分たちの気持ちを表す ということで

神社で奉納 しています。その後, 自分たちの町の

なかを練って歩 くのです。 そして辻々で神に人形

からくりを奉納するということをやっています。

かつては人形浄瑠璃 も能も歌舞伎も, 神に捧げる

芸能であったと思いますが, 今では興業とか演劇

とのつなが りが強 くなって しまいました。従 って

現在, 人形と神 ・宗教とのつなが りが一番密接で,

且つ, 庶民がお金もとらずに自分たちの気持ちを

表すという場所は, 山車からくりの人形ではない

かと思います。 山車からくりというと, 京都の祇

園祭とか高山の山車のお祭が割合 と知 られていま

すが, 両方とも人形が殆ど無 くて, 特に人形の劇

を上演 した り, からくりをやるのは割合 と少ない

です。その点でも注目すべ き領域だと思って, 山

車からくり, 人形劇 というのを研究 した訳です。

鳥越 人形そのものも神聖なるものであるという

考えが 日本にはあると思 うのですが, その辺のお

話 しを頂けますか。

郡司 ちょっと舞踊 と離れるかもしれませんが,

人形が神聖なるものだということは日本の場合も

同じで, 人形を突き詰めていきますと, 最後は呪

の人形が出て くるということだと思います。一種

の御幣 と性格は同 じではないかと思います。神様

にあてる御幣は振ると申しますが, あれは人形の

ひとつの形で, 神様が愚 く一つの道具だと思いま

す。東北の神社では, イタコという巫女が祭文に

あわせて人形を振るのですが, これは振ると申し

て, この振るというのは, 振 りごとの振 りもそう

です し, 人形は振るというのが, 元の形ではなかっ

たかと思います。それから廻す というのも, 人形

の本来の基本的な動作ではなかったかと思います。

足が一本立っているのが, お雛様などがそうです

が, 人形の元の形であって, 一本の足がつ くこと

で人間に近い動 き方が出てくる。そしてその人形

についた一本の足の動作は蹴るしかない。それは

九州の大分の神社の神相撲です。 あの神相撲 に出

て くる神様はすべて一本足で, それは胴体からつ

いているのですが, その足にもう一本別の木でつ

けた棒足で相手を蹴 ります。 ですから人形の動作

というのは, 基本的にはそういう動作があったと

思います。三人遣いになって足だけを特別に遣 う

人形使いが出てまい りますが, これはずっと後の

江戸にならない と出てきません。面白いことに女

の人形には足が無いということは一本の棒 と同じ

ことで, 男の人形の方が足がある。これは足でもっ

て蹴る動作が基本になる。後ろから前へ蹴 り上げ

るというのは, 六法などと申しますが, この動作

がやはり基本ではないかと思います。人形浄瑠璃

から歌舞伎 に入ったもので移したものには, 人形

振 りというものが, 殊に歌舞伎舞踊には多いです。

『櫓のお七』『日高川』『八重垣姫』また, 男の人

形でも 『阿古屋琴責』では悪役が滑稽 ということ

と入形振 りということは結びつくことがあります。

人形振 りは男をやると滑稽 と結びつ くようです。

それから独 自に歌舞伎舞踊で開発 した舞踊劇, 人

形の影響なしに創ったものに 『京人形』 という所

作事があります。 これは左甚五郎が人形を刻むと

それに魂が入って動 き出す という。これはちょっ

と面白い課題になると思いますけれども, これは

木でつくった人形ですから, 木のような動き方し

かできない。これに鏡を懐にいれてやると女らし

い動 きをする。それをとったりはず したりすると,

その女の人形が木のような朴訥な動き方と, 柔ら

かい人間の女性のような動き方を使い分けて踊る

舞踊劇で して, これなどは色々な課題 ・問題 を引

き起こすには面白いものではないかと思います。

ですから人形が人間の真似 をすることは, できる

だけ人間に近づ くことだろうと思いますが, 逆に

人形の滑稽 さ, 朴訥な人間では表現できないもの

を表現する時には, 滑稽が強調 され, 朴訥な動 き

が強調 されることになると思います。 そして人間

が人形の真似をする時には, すなわち人形振 りを
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やる時には, あまり人間的にならないで, できる

だけ, 元の人形の機械的な木の感 じを残すように

ギクシャクと踊る。そういうのがひとつの狂言で

はなかったか と思います。人形だけができる振 り

というものは, 人間からみれば滑稽 なのです。例

えば, 人形の首はくるくる回った りするのは, 人

間では回りませんか ら, それが人形になると回る。

手足抜けたように回る。 こういう人形にしかでき

ないことと滑稽が結びつくようです。

鳥越 先ほど, 薄井先生がおっしゃっていた動物

の人形ということですが, バ レエの方でも動物が

出てくるようなもの。動物が出てきた時のバ レエ

の作 り方に, 何かあ りますか。

薄井 動物が主題になるバ レエは近代になってか

らの方が多いと思います。バ レエ というのは, と

りとめのない娯楽 ・楽 しみ という要素が非常に多
いので, あまり心理的な要素を真面目に追及 した

りすることがなかった。近代になると動物の心を

覗こうという作品がないで もなく, 1940～50年 代

のバレエというのは, 狼と人間の恋愛というよう

な ものを取 り扱 っている。人形に話を戻す と,

『プッペンフェー』から発 した 『奇妙な店』とい

うバレエのなかには犬の人形, プー ドルが出てき

ます。 そのプー ドルが二つ踊 りを機械人形のよう

に踊って見せるのですが, これは犬そのものに

なってしまって, お客 さんの目の前でけ しからぬ

振るまいをするという場面 を設定 して, そういう

のは滑稽なものということです。その他でも人形

の動 きは滑稽なものが多いように思います。『ペ ト

ルーシュカ』はちょっと違 うのですが, 他に出て

くるのは, 非常に滑稽味を強調することで人形 ら

しさが強 くでると思います。

鳥越 日本演劇大事典では 『コッペ リア』のこと

を人形バレエの最古の作品 としてますが, 人形バ

レエといわれるものにはどの位の数あるのですか。

薄井 人形と彫刻の違いというのは, ちょっと判

らないのですが, 彫刻が動きだしたというのは幾

つかあ り,『ビッグマ リオン』が一番古い と思い

ます。 これは自分が作っている彫刻があまりにも

気に入ってしまって, 神様 にお願いして魂をいれ

てもらい, 人間になって, めでたしめでたしとい

うものです。 これは結局, 『マイフェアレディ』

という1734年 の作品で, 人形 とすれば最古です。

今のバレエみたいなものではなく, まだ宮廷社交

ダンスがちょっと複雑になった程度の踊 りで した。

その 『ビッグマリオン』を踊ったのはサ レーとい

う有名な舞踊家なのですが, この人は衣裳の改革

でも知られていて, その頃はマリーアン トワネッ

トの衣裳みたいなものを着て舞台にでていたので

すが, サレーはそれを脱ぎ捨ててギリシャの服の

ようなもので舞台にでたのです。それは突然の改

革が激しすぎたので後継者はいなく, 衣裳の改革

はもう少 し後になって行われました。 これは後か

ら何度 もリバイバルされて色々な人の手で上演 さ

れました。ロマンティックバ レエの時代 というの

は1800年 代ですが, その頃になると大分あります

が, 数を数えるのは難 しい と思います。 『大理石

の娘』というの もありますが, それはやはり大理

石の彫像に恋をして, それに魂が宿って踊るとい

うものだったと思います。 こういうものを含めて

も10作 くらい しかないのではないかと思います。

ですから人形バレエというジャンルをたてるのは

難 しいように思います。

鳥越 増淵先生に伺いたいのですが,「歌舞伎役者

の所作は, 実は人形浄瑠璃 における人形の所作を

模倣することからはじまったといってよいほどで

ある」 ということについて伺えますか。

増淵 これは和辻哲郎氏の受けうりでして, 岩波

書店からでている和辻哲郎の全集のうちの歌舞伎

と人形浄瑠璃の著書がありまして, 私 もなぜ倫理

学者の和辻哲郎が人形浄瑠璃の研究をしなければ

ならないのかということに関心をもって読みまし

て, その説に共鳴 したわけです。実際, 能と文楽

と歌舞伎 は歴史的にも構造的にも, それぞれ展開

を乗 り越えるかたちで展開 したのではないか。つ

まり人形で表せないものを人間の俳優で表そうと

したということで, 歌舞伎が人形浄瑠璃を乗 り越

えるかたちで出てきて, また庶民感情も人形の小

ささに対 して人間の役者の大 きさということと,

当時の庶民階級が勃興して力も出てきた というこ

とが結びついたと思います。そういう日本の古典

的な演劇の展開, 歴史の上からいっても, 構造 の

上からみても, そういうところがあると思います。

郡司 クライマックスになると人形振 りになると
い うのは, 歌舞伎の場合に人形から採 り入れたの

ですが, 非常に激 した時, つまり劇がクライマ ッ

クスに達 した時に人形振 りになるという採 り入れ

方をしています。ですから如何にも人形の所作 と
いうものが印象が強 くて, 人間以上に強い表現を

する時に人形振 りになるという採 り入れ方をする。

それがもっと極まって, 見得になって動かなくな

る。一番, 人間の激しい表現 をする頂点が見得で

静止することで, 動 くより激 しいです。それから

人間が人形になる時, それはお七にしても, みん

な一番激 しい情を訴える時だけに人形振 りになる

ところは非常に面白い。その他は滑稽なものばか

りで, このどちらかではないかと思います。

鳥越 今, 郡司先生がおっしゃいました通 り, 人

形振 りを採 り入れるところが, クライマ ックスで

頂点になるところだということですが, 人間の動

きだけでなくて, 長い日本の歴史のなかでもって

いる人形というものに対する, 一つの信仰という

か民族意識というものが作用して くるのであろう

と思います。バレエにはそういうことは全 く考え
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なくてよろしいので しょうか。

薄井 先ほどから申しあげている 『ペ トルーシュ

カ』のような場合ですと, 人形振 りということを

非常に意識 して創 られたと思うのですが, あとは

あまり意識 しないで, ただ人形という題材の面白

味をねらって創ったようなところがあ ります。

鳥越 増淵先生はヨーロッパも長 くていらしてい

たと思いますが, バレエよりは人形 をご覧になる

ことの方が多かったのですか。

増淵 バ レエは殆 ど観ませんで, もっぱら人形劇

を見ていました。 ウィーンに暫 くいましたので,

ウィーンでは子供 を対象とした人形劇が盛んなの

で観ました。今, 薄井先生のお話にあ りましたが,

ヨーロッパのバ レエで人形をテーマにしたものが

少ないのには理由があると思います。古典的なバ

レエであれば, 人間との関わりをリアルといいま

すか写実 といいますか, そういう方向でやってい

く。先ほどの郡司先生のお話にありました単純化

とか単純化の究極が, 結局, 人形の持っている動

作 とつながっているということです。 これは西洋

芸術 と日本の芸術 との方向性が違 うということか

ら, ヨーロッパのバ レエに人形があることはあっ

ても, 作品が少ない理由だと思います。他方で日

本の場合は歌舞伎 と文楽 とのつなが りがあり, お

互いに影響を与えているということの違いだと思

い ます。『ビッグマ リオン』が1734年 とい うこと

ですが, もう少 し後に 『ディスク ドール』があ り

まして, これはフランスのアンティックドールで,

ガラスの目玉を入れて, 更にガラスの目が鉛の重

りで動 くようになってい ます。そ して更 にボ

ディーの中にレコードが細工 して入れてあって,

生の人間の声で, よりリアルに近づけている。そ

れに対 して, ほぼ同 じ年代と思われる, 文楽の胴

体は, からくりもメカニ ックも何も無いのです。

これが非常 に対象的であると思います。

鳥越 人形 と人形遣いの関係で, 人形 と人形遣い

というものの二つを舞台に出す方法で, 人形遣い

が人形を抱いているような時と, 人形 を突 き放す

ときと, この二つの違った美しさというか, 恐 さ

をもっているのが人形浄瑠璃の特徴であると思い

ますが, この人形遣いが人形を放す ということに

ついてどのようにお考えにな りますか。

郡司 西洋では人形だけをみせて人形遣いはみせ

ない。 ところが 日本の人形芝居の場合は, 最初の

前提から人形遣いをみせる。 これは人形遣いと人

形を別々のものでなくて, 二通 り鑑賞するように

できているのです。 ですから人形遣いの芸 もみ ら

れ, 人形の動 きもみられる。 これが特徴ではない

かと思うのです。我々の一つ前の時代には, 顔を

出 して遣 うことは邪道だ ということを学者達 は

言ったのです。ですか ら人形遣いは黒衣で顔を隠

して遣うのが本来だと言ったのですが, 江戸時代

から人形遣いは一番大事なクライマ ックスの三段

目の時に, わざわざ顔を出 して遣うというように,

逆なのです。 それが 日本の伝統であったと思いま

す。 これは人形を遣うという芸を鑑賞するのだか

ら, 人形遣いも鑑賞するし, 人形遣いと人形との

関係 とを鑑賞するのです。結局, 日本の場合は二

重に鑑賞する力があって, それが面白いので邪魔

にはならないのだろうという。文楽がロンドンに

かかった時, 見物がどういう反響を起こすかがみ

たくて私は一番後ろから観ていたのですが, ロン

ドン大学の先生がこれをみた後で, 「人形は人形遣

いの手から逃げだそう逃げ出そうとするのだ, 離

れよう離れようとするのだ。そして最後に心中に

なって人形を人形遣いの手から放 して捨てると,

人形が拒殺されたみたいな気がする」 と言ったの

です。それはなかなか鋭い鑑賞の仕方であると,

今も印象に残っています。 これはやはり人形 と人

形遣いとの間の関係 をよく鑑賞 していたのだと思
います。

鳥越 日本は舞台用の舞踊芸術 というと非常に多

彩にあ りますが, 西洋の場合はバ レエをはじめ と

してそれほど広が りや深 さを感 じない。そうしま

すと人形演劇にしてもバ レエにしても西洋におい

ては, この二つのジャンルに対 してそれなりの評

価がされている。それに対 して日本では, 人形演

劇にしても舞踊芸術にしてもしかるべ き評価がさ

れている。 この日本 と西洋における二つの評価に

は何か具体的な原因があると思いますが, このこ

とについてはどのようにお考えですか。

薄井 バ レエの世界 というと他のそういう舞台芸

術に対 して, あまり考慮を払わなかったところが

あります。色々な舞踊そのものは順次に採 り入れ

てきたけれども, 人形劇というジャンルが存在 し

て, それを尊重 しようという動きはどうも無かっ

たのではないか。その原因はどこにあるかは判 り

ませんが, やはり人形と人間に対する考えの違い

というのはあるのではないで しょうか。人形とい

うのはあくまで人形であって, それから学ぶもの

はあまり無いと思っていた, 人形尊重の気風の方

に西洋が強かったのではないかという気がします。

増淵 ゲーテの 『ファウス ト』も原作はご存 じの

通 り, 人形劇の 『ファウス ト』からヒントを得て

戯曲を創ったわけで, 西洋の人形劇がもっぱら子

供を対象としていると言い切れるかどうか自信は

あ りませんが, 広い意味で庶民が楽しむものから

専門化するという形でバレエや演劇が出たという

捉え方をしてよいのではないでしょうか。子供を

対象とするということは, 別の見方 をすると, 素

朴で無邪気で誰もが感 じる喜びや楽 しみに忠実で

あると思います。その辺が原型 というか, 本当の

根本になるところがあって, そこから専門化 した。

郡司 日本で非常に人形振 りを喜んだというのは,
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西洋のバレエに出て くるのと違って, やはり日本

人の非個性的なところ, つまり外国の文化は個性

が強いから人形が子供の対象になる。日本の場合

は, 人形振 りでも個性をあまり認めなくていいの

ではないか。つまり, 役柄のパターンがあればそ

れでいいのではないかという独得な個性 を必要と

しない, それを鑑賞できる。 ところが外国では非

個性的なものではあまり喜ばないのではないか。
つまり, 文化の性質の違いではないか。

鳥越 増淵先生に質問ですが, 人間は人形から離

れられないということをおっしゃいました。我々

は揺藍から墓場まで人形とつ きあうわけですが,

その心理学的な, あるいは存在論的な理由に関し

てのお考えを伺いたいのですが。

増淵 人間の弱さというか, 一人では生 きられな

いということがあって, 哀惜とか悲 しみ という感

情があります。 その辺が, 例えば, 人間が歳をとっ

てどうしても人形を振 り返らざるを得ないという

ようなことがあると思います し, 小さい時に人形

を手放せないというのは, 自分がまだ何であるか

わからなくて客観視する。よく小 さな子供が自分

のことを 「私」と言わずに自分の名前をいう場合

がありますが, そういう時代の子供にとっては人

形は自分の分身みたいなかたちで関わっているよ

うな気が します。心理学的あるいは相対論 といい

ますと, やは り人間が欠如存在で完全な存在とい

うのは神 とかであって, 人間ではないと思 うので

す。そして自分が欠けているか欠けていないかと

いうことはあまり意識 しない。犬 とか猫 とかがそ

のように思 うかどうかはわかりませんが, 少なく

とも人間というのは不完全なのです。 でも完全で

あ りたいと憧れる気持ちがあって, その弱 さある

いはその弱いものを自分が慈 しむという気持ちが

誰 しもあると思 うのです。 その辺が自分の分身と

かに姿 として人形を生み出すのではないかと思い

ます。そして堅い鉄 とかブロンズとかそういうも

のでは困るわけで, 手触 りがよくて心が通うよう

なものが良い。大 きさも自分より大 きい と恐怖感

が覚えるし, 等身大で もやはり警戒感や敵対感と

いうものが出てくる。大きさなどの上からいって

も自分の弱さとか欠如存在ということと関連 して,

自ずから大きさも形も決まって くる。

鳥越 人形の大きさの問題についてお話があ りま

したが, 郡司先生からも伺えますか。

郡司 文楽の人形は顔と身体とのバランスがとれ

ていないようにできていて, 顔も全体のバランス

か らみて小 さい と思います。それでいて動 くと

ちょうど良いのです。淡路人形 というのは頭がう

んと大きくて三倍 ぐらい大 きい。 しかし動 くと死

んで しまって, どうしても文楽のように面白 くな

らなくて, 顔の小 さい文楽の方が面白い。つまり,

人間に近い感 じがどうしてもするのです。

鳥越 人形と仏像というのは密接な関係があって,

人間がどこかで生々 しいもので占領 してしまった

気がするのですが, 如何で しょうか。

増淵 私 も仏像 と人形 を双子の姉妹のように考え

ています。無理に区別する必要がないと思います。

ただ日常的, あるいは経験的に自ずから何とな く,

こちらが仏像で, 他方が人形であるという区別を

しているだけで, 個人的な立場で仏像 を人形 にみ

た り, 逆に人形を仏像化 してガラスのケースに入

れて大切に扱って崇めている人がいてもかまわな

い。私の言いましたのはもっと別の点で して, 仏

像のなかにも鎌倉時代の末期辺 りになります と,

お しゃれな仏像が出てきまして, 目に玉眼という

ガラスの目玉, 指の爪にも水晶の爪を入れるなど

する。衣裳もわざわざ着せ替えやすいように, 腕

とか関節や膝の部分 を動 くようにして着せ替え仏

像 にする。そ して古い衣裳は信者の人たちが も

らって, もらった人たちは裁縫で縫ってお守 り袋

や財布にする。この, 衣裳を着せ替えることによっ

て仏像が新たになる。このように現象が鎌倉の末

期辺 りに出てくると, 仏像と人形の区別がだんだ

んつかなくなってくる。彫刻史の上ではこれは彫

刻の堕落であって, 人形化 してしまったというこ

とで殆ど切 り捨てられて論 じられていないのです。

私は仏像の人形的な流れというのを洗っていきた

いです。そ して逆に人形の中で仏像が精華するよ

うな方向をあらって, 両方をつきあわせてみて,

今までの一面的な理解 を正したいと思っています。

鳥越 日本の近世の人形劇ですと, 仏像 と普通の

役柄を演じている人形 とが, ダブルイメージされ

ているところがあるところがあるように思うので

すが, 外国では如何ですか。

増淵 これは演劇史に詳 しい方はご存 じだと思い

ますが, ギリシャ悲劇 ・ギリシャ劇の中でも, す

べて最終的に解決は神がするということで, 舞台

の中央に神の像が出てくるということがあったり,

それから仮面劇 という伝統がありますので, その

辺は詳 しくみていけばわかると思います。 それで

日本演劇における変化 ということは, 当時, 庶民

が一番信仰 した観音様が例の変化観音であって,

十一面観音です。 このお化けのような変化観音が

非常に庶民の人気を得ていたということがありま

す。お よそ, 演劇 とか舞踊における変化 というこ

とが大 きなテーマになると思います。そ して変化

ということが生命の新たな飛躍と結びついている。

謝肉祭カーニバルということも, 宗教的な西洋の

演劇と結びついていると理解できます。

鳥越 これまで「人形 と舞踊」というテーマで色々

とお話を頂いてきまして, 人形とは何か, そして

人形が舞踊するということはどういうことなのか,

ということ。そして人間が人形の舞踊を真似する

とはどういうことなのか, というお話もありまし
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た。一つ大 きなところで, 今 日われわれが観るよ

うな舞台芸術 としての人形の舞踊 というのがいつ

頃から始 まったかについてお話を伺いたいのです

が。

郡司 動かない人形 と動 く人形があ りまして, 呪

人形などにしても対象にして釘を打ったり, しず

めたりするのが動かない人形でしょう。それを動

かす というのはやはり神像や仏教が関わっている

ことで, 神秘性 ということが強調されてくると思

います。 それは, おしら様のイタコの動作などで,

やは り人形が動 きだしたものでは, 一番答えをと

どめているのではないかと思います。ですから最

初から人形には二通 りあるように思えます。動か

ない人形 と動 く人形 との, 二つはどちらが先とい

うことは決められない と思います。

増淵 人形が動 きだした。その時には人間の真似

をして動 きだしたのか, 人形独自で動きだ したの

か, その辺にちょっと問題があるかもしれません。

鳥越 舞踊の方 に引 きつけての人形のお話が多

かったのですが, 人形自体の舞踊, だから舞踊と

いうのは動 くということではなくて, 芸術的表現

としての舞踊 というものが, いつ頃から始まった

のかということを伺えますか。そういう点で能操,

能人形なのですが, 中世に能という, ある意味で

は完成された人間の舞踊表現があって, それはそ

れなりに非常に完成されたものができたと思 うの

ですが, 結局, 中世末期になると人形がどう演 じ

るようになったか, この能人形というのは, われ

われが考える以上に, 当時, 流行っていたと思 う

のですが, 結局, 日本の人形の本質は棒であると

郡司先生がおっしゃったのですが, これは大変名

言だと思います。 この棒に舞踊をさせるというの

は, 人形と舞踊というのは非常に遠い関係にある

のではないか, それを棒である人形に非常に芸術

的表現である舞踊をやらせるというのは, 遠い関

係 にあると私は思っているのですが, その時に既

に人間が完成した能というものを, 何故, 今度は

棒から発生 した人形にやらせてそれが流行ったの

か。それから一本の棒から出発した人形というも

のが, 高度な舞踊 というものを芸術化できたとい

うのは, やはり文楽になって初めての表現と思っ

ています。人形というのは元来は語 り物 というの

があって, この語 り物のイメージ化には非常に使

いやす かった。それは先 ほ ど郡司先生 がおっ

しゃったように, 次から次へと変化 させていく,

人形を変えてい く, または時間的空間的な飛びこ

えが簡単にできるというのが人形劇の特徴で, そ

ういう点では語 り物 を非常に視覚化する場合にや

さしくて, すぐ結びつけたのが人形であったので

はないか。その点では人形自体が舞踊 と結びつ く

のは非常に遠いところにあったように思っていま

した。そのことについて伺えますか。

古井戸 多分, 能自体が人間の舞踊 というよりは,

人形の舞踊的な要素を大変強く持っているのでは

ないかと思います。人形浄瑠璃の文楽の顔は小さ

いです。それと同じように能面 も人間の顔より一

回 り小さいです。そして, 一番面白いところは,

序ノ舞や中ノ舞 になるところよりも, むしろクセ

でずっと我慢 していて, 最後のところでガクッと

動いた りする。そうするとあの小さい面が じっと

踵っていてガクッと動いた時には, 一番動いたと
いう印象が強いということです。 そうすると人形'

の舞踊ということを考えた時に, あるいは人間が

最初にそれをやって, それから人形が もう一回動

き始めてきたという, 一本の棒が踊 り始めるため

には, 人間が一本の棒になることから始まって,

そうしてその棒が今度は, 人間のものまねをしは

じめるというステップがあったと考えます。

郡司 人形を棒 として考えてみると, くるくる回

すしか手がないと思うのです。ですから, 踊 りが

遠いのではなくて, 私は人形が棒であったら踊 り

はもうはじまっていると気楽に考えています。そ

ういう遠い存在ではないと思います。

増淵 私 も, 能人形の存在はもっと評価しなけれ

ばならない, それから能自身に人形性があるので

はないかと思います。能は面をつけない役者 もい

ますけれども, 仮面劇ということで, 文楽の場合

は頭 というもので して, 舞台芸術 としての仮面劇

と, 舞台芸術としての舞踊劇というものをどう考

えるか。仮面と首(か しら)を どう考えるか。 と

いうことで何か一つ答えが出せないかと思います。

薄井 確かに郡司先生がおっしゃった通 り, 舞 う

ところから, つまり, 棒 も, 同じところから舞踊

が始まっているというということはよくわかるの

ですが, 私の考えていた舞踊 というのはそうでは

なく, もっと芸術舞踊 というか, 人間の一つの肉

体表現という意味での舞踊を考えていて, 確かに,

舞踊という言葉 自体の定義が若干ずれていたので,
"遠い"と いう言葉がちょ

っと誤解 されたようで

す。それから能自体に人形性があるのではないか

という言い方は考え方 としてはよくわかるし, 面

白いのですけれども, 現実的に本当なのかどうか

考えるべ きだと思います。精神性においては確か

にそういうところがあったと思います。

古井戸 私は人形の動 きを真似 して人間の舞踊が

始 まったとは全 く思っていません。と申しますの

は能の方には舞 と言いますと, これは寧ろ, クセ

でじっと我慢 しているところを舞というのではな

くて, 序ノ舞とか中ノ舞とか, ちゃんとした舞が

あるわけで, それも人形から出てきたのだという

説になると, そうではな くて, やは りあれは舞楽

などの先行の人間が舞 う舞踊があるわけです。 も

う一つ, 人形劇が文楽ではじめて舞台芸術化 して

くるなかで, あるいは文楽で舞台芸術化されたも
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のが, 今日われわれがみるような三人遣いになっ

て, しかも出遣いというものが一番 クライマック

スになって出て くるというかたちのものは, もう
一つの舞踊表現をわれわれは考えねばならない。

面をかけて能の舞踊を, 大きい舞踊 として狂言の

舞踊がある。その面をつけて人形にも近いような

ギクシャクしたと申しますか, たとえば序ノ舞ひ

とつとりましても, 袖を翻すときにしてもバサ ッ

とやるし, 扇ひとつとっても普通の人間の動 きと

はちょっと違 うような動きをしているものに比べ

ると, 小舞の方は人間独得の しなやかな動きとい

うのを若干取 り戻 している。 この二つの違った舞

踊的表現 というものが歌舞伎の中にも入ってきた

し, 多分, 人形の中にも入ってきたと思います。

それが例えば, 郡司先生が先ほどおっしゃった滑

稽になるといったところの動 きと, それからクラ

イマックスになって後ろむきにす一っと止まると

いう動 きと, 人形の動 きからい くと, その二つの

動 きになってくるであろうし。もう一つ大 きく考

えてくると, 人形の動 きと人間の動 きというもの

を重ね合わせて くる特殊な舞踊表現 をつ くって

いったのではないかと考えます。 というのも, 能

と狂言というのは一緒に上演するもので, それが

かなり違う舞踊の種類になっている。その二つの

ものが近世に入って くると, 文楽 という一つの人

形と一つの人形遣いが同時に表現するようになっ

た。その一つの人形の中に, あるいは一つの人形

遣いの中に能的な表現 と狂言的な表現 と, 言い換

えるならば, 人形的な動 きをする舞踊と人間的な

動きをする舞踊 とが, 文楽の人形の中にそのまま

両方違 う脈絡から入ってきている。そ してそれが

人形と人形遣いという関係の中にも違う脈絡から

入っている。そしてどこにもない日本独特の文楽

という人形の遣い方が出てきているように思いま

す。この辺 りを伺いたいと思います。

鳥越 私は非常にずるい言い方かもしれませんが,

先行芸能というのは日本の芸能が新 しく生まれて

くる時には, 先行芸能を欲張 りに何で も採 り入れ

ますから, 能的なもの, 狂言的なものがあれば,

どちらも採 り入れてもおか しくない, それだから,

それをどう自分たちのものにしたか, というのは

別ですが, 両方のものが入ってきたということは

当然のことだろうとしか考えていません。

鳥越 古井戸 さんに質問ですが, 人形に能の脈が

入ってきたということは能人形でわかるのですが,

狂言の脈が入ってきているということについて伺

えますか。

古井戸 直接に狂言が どう入ってきたかというこ

とではなくて, 表現の中で生な人間に近い動きを

している部分と, それから生な人間からずっと離

れていく部分と, そういう二つの部分を, これは

郡司先生のおっしゃるような, クライマックスに

なると人形振 りになるという歌舞伎の特色 と同 じ

ですが, そういうものが入ってきているという意

味で, 中世においてはそれが分業になっていたの

ではないか。だから立役と女方をするという意味

ではな くて, 生々 しい人間の表現と, それから仮

面をつけた様式的な表現とを, それを専門にやる

人が分業になっていたのが, 一人でそれをしなく

てはならなくなった。寧ろ, そういう意味です。

鳥越 人形 というものに何かを投影して表現する

という点では, 和洋 ・東西に共通 ということで,

やはり, 宗教 とか生活 とか階層 とかいうもので,

人々がどう生 きたかで表現形式が変わって くると

思いますが, そのことについてお聞かせ ください。

薄井 バ レエに限って言えば, 王侯貴族の楽しみ

だったわけです。そ して職業舞踊家 というのが現

れるのは割合バレエが進んでからで, 王侯貴族が

自分たちで踊っていたわけです。 自分たちが演技

者であ り観衆でもあったわけで, ただ, 西洋の社

会は厳然とそういう階層が分かれていたけれども,

そういう催 し物がある時 には庶民 も参加 してよ

かったのです。ですからベルサイユ宮殿の催 しで

も, それからブルボン宮殿での宮廷バ レエでも,

庶民は何時間か前から立派なお客 さんたちが来る

前に入って, どこかで待っていて観ることはでき

たと言われています。 それから時代が どんどん進

みまして, 職業舞踊家のみの時代になって劇場 と

いうようなものがで きます と, これは貴族階級の

もので した。 しか しもちろん天井桟敷 という場所

もあ りまして, そこは学生庶民のい くところで,

だけど学生というのは, 勿論, 金持ちのブルジョ

ア人, それから貴族の子弟で一般の人は行かな

かったと思います。その伝統は今でも続いていて,

パ リのオペラ座は普通の人は行かない。 オペラ座

で催 し物があるといっても, 普通の人は切符 を

買って行 くことはあまりないと思います。ですか

ら同じものが別の劇場であれば抵抗なしに行かれ

ます。 そういうふ うに観衆の階層は非常に限られ

ていたのではないか と思います。

鳥越 何故, どういうふうに人形が動 くかを考え

る場合, 一つはからくりの動きがある。それから

もう一つは, 人形遣いが人形を動かすという問題

がある。そこで, からくり的なもので動 く人形に

舞踊ということがあ り得るのか。それから人形遣
いの場合, どのような遣い方が典型的なものとし

てあるか。伺えますか。

郡司 機械的な動 きをする人形 というと, 日本の

場合にはゼンマイ仕掛けのことと思いますが, そ

れは舞台にはあまりならなかったのです。竹田か

らくりというのがあって, それはそれで興行はし

ましたけれど, 現実的な芸術的な発達はしなかっ

た。つまり, 機械的な動きというものが人間に近

づ くことを拒否 している。日本舞踊の中に 『繰 り
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三番隻』 というのがあって, その三番斐に出てく

る翁は, 昔はゼンマイ仕掛けで舞台に出たという

記録がありますが, 今 日, それは絶えてしまって

機械的な動 きは観ることができません。糸繰 りの

三番斐だけが今 日, 残 ってしまっている。 日本の

ものに限ってはそういうことが言えるかと思いま

す。 それから, 人間の手を離れて直接的でない,

間接的に動 く人形 というものは芸術には非常にな

りにくい。見世物 としてはなるけれども, 舞台芸

術にはなりにくいと言 うことです。ですから日本

舞踊にもそういう痕跡はあ りましたけど, 今 日は

残っていない。見世物 として竹田からくりという

ものがあって, 地方の民族芸能 としてお祭の山車

人形に残っていると言 うことです。

薄井 『ペ トルーシュカ』の人形は糸繰 りの人形

だったと思います。 ただ, バ レエの舞台の上では

人形遣いがお りまして, 人形遣いが自分の魔法の

笛でメロディーをひとつ吹いている。その笛でひ

とつずつ人形をさわると魂が入って動き出すとい

うことになっています。 しか し, 舞台のセッティ

ングはT字 型の人形の台がありまして, それにぶ

ら下がっているようになっていて, しばらくはそ

の台にぶら下がったままで, 動きも非常 に繰 りに

近い動 きをしています。 そして箱の中に戻っても

まだ糸繰 りのような動 きが残っている。そういう

のをしながら心だけ宿ってい く。この心だけ宿っ

てい くというのは, 人形の悲 しみというものを全

面にだして, 箱に押 し込められて, それから人に

遣われている。それから恋愛も絡むのですが, そ

の恋愛 も成就 しない悲 しみ, そういうものを全部

まとめて表現する。最後には人形三体の葛藤から

殺 されるわけですが, 人形遣いは, 「これは殺人

事件ではない, ただ人形ではないか」 と言 うので

すが, それはそうでな くて人形にはちゃんと魂が

あって, 殺 された人形はまた店の屋根の上に現れ

て人形遣いをあざ笑うのです。ですから人形 とし

ては糸繰 りで, 台本には人形の中にはおが くずが

詰まっていると言われていますけれど, おが くず

が詰まっている身にも心はあると言うことです。

これは1911年 の初演ですから, ロシアは革命前夜

で, 政府の弾圧 というものに対する多少の抗議が

あったのではないで しようか。

*こ の原稿は記録テープを起こし, 御校閲を賜わ

りました。

*1986年 度秋季第22回 舞踊学会

-62-


